
群
馬
天
台
青
年
会
の
会
報
誌
『
群
青
』

創
刊
に
当
た
り
ご
挨
拶
申
し
あ
げ
ま
す
。

こ
の
会
報
誌
は
、
創
立
四
十
周
年
を
迎

え
た
当
会
の
記
念
事
業
と
し
て
創
刊
す
る

運
び
と
な
り
ま
し
た
。
内
容
と
致
し
ま
し

て
は
、
当
会
が
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

教
区
内
外
の
諸
団
体
の
活
動
や
、
こ
れ
ま

で
諸
先
輩
方
が
築
き
上
げ
ら
れ
た
活
動
。

そ
し
て
、
今
の
事
務
局
で
新
た
に
始
め
さ

せ
て
頂
い
て
い
る
活
動
の
報
告
。
ま
た
、

青
年
僧
と
同
世
代
の
方
々
が
仏
教
に
興
味

を
持
っ
て
頂
け
る
よ
う
な
特
集
な
ど
を
掲

載
し
、
教
区
ご
寺
院
様
、
檀
信
徒
の
皆
様

に
読
ん
で
頂
け
る
よ
う
な
誌
面
を
目
指
し

て
行
く
所
存
で
す
。

さ
て
、
今
の
時
代
、
仏
教
を
取
り
巻
く

環
境
が
変
化
し
て
い
く
中
で｢

青
年
僧
ら
し

い
活
動｣

を
事
務
局
中
心
に
協
議
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
私
の
任
期
で
微
力
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、｢

奉
仕｣

活
動
を
中
心
に
展
開

し
て
行
く
事
と
な
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
今
年
度
か
ら
教
区
ご
寺
院
様
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
、
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

キ
ャ
ッ
プ
」
等
の
収
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
来
年
に
は
戦

後
最
大
の
交
通
災
害
と
言
わ
れ
る
上
野
村

で
起
こ
っ
た
日
航
機
墜
落
事
故
が
二
十
五

年
を
迎
え
ま
す
。
「
昇
魂
之
碑
」
ま
で
の

登
山
道
清
掃
活
動
と
五
百
二
十
名
の
慰
霊

法
要
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

宗
祖
伝
教
大
師
様
の
ご
精
神
「
一
隅
を

照
ら
す
運
動
」
を
は
じ
め
、
先
徳
の
築
い

て
き
た
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
さ
ら
な
る
発

展
を
目
指
し
精
進
し
て
参
る
所
存
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
教
区
諸
大
徳

関
係
各
位
の
皆
様
に
は
当
会
活
動
に
対
し

格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く

お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
今
後
と
も
、
ご
指

導
ご
鞭
撻
の
程
、
お
願
い
申
し
あ
げ
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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事務局

群
馬
天
台
青
年
会
事
務
局
員
紹
介

会
長

青
柳

興
裕(

北
前
橋
部
明
聞
寺)

副
会
長

榎
本

最
紳(

沼
田
部

遍
照
寺)

同

濵
田

孝
暁(

北
群
馬
部
金
蔵
寺)

事
務
局
長

谷

晃
仁(

南
前
橋
部
永
福
寺)

会
計

平
泉

照
人(

多
野
部

金
光
寺)

会
計
補
佐

船
戸

晃
章(

北
群
馬
部
神
宮
寺)

同

林

廣
怜(

伊
勢
崎
部
長
安
寺)

【
事
務
局
補
佐
】

総
務
部
・
書
記

藤
井

祐
幹(

伊
勢
崎
部
華
藏
寺)

研
修
部

高
木

覚
道(

桐
生
部

正
福
寺)

広
報
部

小
川

晃
泰(

北
群
馬
部
柳
澤
寺)

振
興
部
・
散
華

田
中

常
順(

西
前
橋
部
常
安
寺)

池
ノ
谷
俊
寛(

下
仁
田
部
清
泉
寺
）

坂
東

順
海(

西
前
橋
部
徳
藏
寺
）

三
浦

興
寛(

高
崎
部

法
輪
寺
）

権
頭

泰
澄(

北
前
橋
部
大
聖
寺
）

会
計
監
査

紺
野

敦
嗣(

西
群
馬
部
明
靜
院
）

同

宮
崎

興
法(

北
前
橋
部
淨
土
院
）

【
各
部
幹
事
】

南
前
橋
部

野
平

融
伽(

圓
満
寺
）

北
前
橋
部

権
頭

泰
澄(

大
聖
寺
）

西
前
橋
部

宮
川

泰
淳(

觀
音
寺
）

高
崎
部

小
安

貴
弘(

石
昌
寺
）

富
岡
部

今
村

賢
道(

光
明
院
）

多
野
部

平
泉

照
人(

金
光
寺
）

北
群
馬
部

船
戸

晃
章(

神
宮
寺
）

沼
田
部

榎
本

最
紳(

遍
照
寺
）

桐
生
部

舩
戸

祐
薫(

安
養
寺
）

東
前
橋
部

村
田

賢
秀(

如
意
寺
）

伊
勢
崎
部

林

廣
怜(

長
安
寺
）

世
良
田
部

武
田

俊
順(

來
迎
寺
）

下
仁
田
部

池
ノ
谷
俊
寛(

清
泉
寺
）

西
群
馬
部

紺
野

敦
嗣(

明
靜
院
）

群
馬
天
台
青
年
会
会
報

創
刊
に
当
た
っ
て

群
馬
天
台
青
年
会

会
長

青
柳
興
裕

当
会
の
正
式
名
称
は｢

群
馬
天
台
青
年
会｣

で
す
。
昭
和
四
十
四
年
四
月
十
三
日
に
村

中
祐
生
師
を
初
代
会
長
に
発
足
、
現
在
の

会
長
青
柳
興
裕
ま
で
四
十
年
以
上
の
歴
史

が
あ
り
ま
す
。

満
十
八
歳
以
上
、
満
四

十
五
歳
以
下
の
天
台
宗
旨

を
信
奉
す
る
青
年
を
正
会

員
と
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
正
会
員
数
は
八
十
名
を
超
え
、

全
国
の
各
教
区
仏
教
青
年
会
の
中
で
も
屈

指
の
組
織
に
成
長
し
て
い
ま
す
。

当
会
の
活
動
目
的
は
宗
旨
に
則
り
、
教

法
の
研
修
及
び
会
員
相
互
の
親
睦
を
計
る

こ
と
に
あ
り
ま
す
。
青
年
会
ら
し
く
機
動

力
を
発
揮
し
積
極
的
に
活
動
す
る
事
を
心

が
け
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
内
容
は
以
下
の
通
り
で
す
。

教
区
青
少
年
研
修
会
の
企
画
運
営
・
宗

祖
伝
教
大
師
御
巡
錫
の
地
で
あ

る
淨
法
寺
に
お
い
て
の
報
恩
法

要
・
座
禅
等
の
法
儀
研
修
や
実

践
・
被
災
地
復
興
や
施
設
慰
問
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

よ
る
布
教
伝
道
等
、
多
く
の
活
動
を
各
種

団
体
と
連
絡
提
携
を
行
い
展
開
し
て
い
ま

す
。

群
馬
仏
青
と
は
？

平成２２年

３月３１日発行



宗
祖
大
師
ご
生
誕
日
の
八
月
十
八
日
、

藤
岡
市
浄
法
寺
に
て
宗
祖
大
師
報
恩
法
要

を
執
り
行
わ
れ
た
。

淨
法
寺
は
、
伝
教
大
師
が
東
国
巡
錫
の

お
り
、
立
ち
寄
ら
れ
た
縁
の
あ
る
場
所
で
、

平
成
二
年
に
「
比
叡
山
開
創
一
二
〇
〇
年

慶
讃
大
法
会
」
を
記
念
し
大
師
像
が
建
立

さ
れ
た
。

法
要
は
三
礼
、
如
来
唄
、
法
則
の
後
に

大
師
の
ご
徳
行
を
讃
え
る
内
容
の
伝
教
大

師
和
讃
を
参
加
い
た
だ
い
た
方
々
と
共
に

お
唱
え
し
た
。

来
賓
と
し
て
藤
井
宗
務
所
長
、
伊
藤
一

隅
会
長
（
当
時
）
に
ご
随
喜
い
た
だ
き
、

会
員
十
四
名
が
出
仕
。
会
場
主
の
緑
野
住

職
は
じ
め
、
多
く
の
檀
信
徒
の
方
々
に
参

加
い
た
だ
い
た
。

五
月
十
二
日
、
比
叡
山
麓
、
大
津
市
坂

本
の
魚
石
亭
に
て
、
「
天
台
宗
開
宗
一
二

〇
〇
年
慶
讃
大
法
会
」
当
時
の
天
台
座
主

で
あ
ら
れ
た
渡
邊
恵
進
探
題
猊
下
へ
当
会

慶
讃
事
業
円
成
の
ご
報
告
と
御
礼
を
申
し

上
げ
た
。

当
会
慶
讚
事
業
の
一
つ
、
浄
法
寺
大
般

若
経
を
修
復
す
る
に
あ
た
り
、
猊
下
か
ら

経
箱
の
御
染
筆
を
賜
っ
た
。
ま
た
当
会
の

活
動
に
、
指
針
と
し
て
「
温
故
知
新
」
の

御
染
筆
を
賜
っ
た
。

青
柳
会
長
は
じ
め
歴
代
会
長
を
含
む
十

名
が
参
加
。
事
業
開
闢
年
か
ら
始
め
た
雅

楽
を
奏
楽
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
行
事

を
ま
と
め
た
記
念
冊
子
を
謹
呈
し
、
感
謝

の
気
持
ち
を
お
伝
え
し
た
。

宗
祖
大
師
報
恩
法
要

慶
讃
事
業円

成
報
告
会

平
成
二
十
一
年
度

活
動
報
告

▲導師を勤める青柳興裕会長▲記念品を謹呈する綾小路乗俊元会長

行事内容 期 日 会 場
叡山講福聚教会群馬本部発表会 協力 4/7 吉岡町文化センター
定期総会 開催 4/27 宗務所
天台仏教青年連盟常任委員会･代議委員会 出席 5/11 天台宗務庁
春期行院見舞 5/11 横川行院
慶讚事業円成報告会 開催 5/12 大津市坂本『魚石亭』
比叡山青少年の集いリーダー事前研修会 参加 6/6～7 比叡山延暦寺
教区檀信徒会・伝道師会合同総会 協力 6/8 前橋市JAビル
教区一隅理事会 出席 6/22 宗務所
天台仏教青年連盟全国結集福島大会 参加 7/1～2 郡山市ホテル華の湯
第20代天台仏教青年連盟寺門俊明代表就任祝賀会 出席 7/7 水戸市ﾃﾗｽｻﾞｶﾞｰﾃﾞﾝ
光琳寺大般若転読法要 協力 7/20 南前橋部光琳寺
教学布教法儀研修所夏期特別研修会 参加 7/23～24 宗務所
比叡山青少年の集い研修生群馬事前説明会 協力 7/25 宗務所
比叡山青少年の集い研修会 参加 8/2～5 比叡山延暦寺
教区青少年研修会 開催 8/6～7 下仁田部清泉寺
宗祖大師報恩法要 開催 8/18 多野部浄法寺
天台仏教青年連盟常任委員会・代議委員会 出席 9/17～18 京都東山閣･天台宗務庁
第32回東日本仏青親睦野球南総大会 参加 9/30～10/1 稲毛海浜公園球技場
関信越会長連絡協議会 開催 10/7 前橋ｸﾞﾚｰｽｲﾝ会議室
比叡山中興慈恵大師1025年御遠忌中開帳報恩法要 打合せ 10/9 本山
天台仏教青年連盟中央研修会 参加 10/20～21 天台宗務庁
40周年記念特別研修会(慈恵大師和讃 講師誉田師) 開催 10/21 沼田部長寿院
40周年記念特別研修会(慈恵大師講式 講師水尾師) 開催 10/28 延暦寺会館
比叡山中興慈恵大師1025年御遠忌中開帳報恩法要 開催 10/29 四季講堂
研修旅行(寺院参拝 東海高田寺・三岐願興寺) 10/30 東海･三岐教区
教学布教法儀研修所秋期特別研修会 参加 11/17 宗務所
宗務所清掃奉仕 12/3 宗務所
群馬県仏教保護会 慰問 12/3 群馬県仏教保護会
臨時総会 開催 12/3 伊香保古久家
叡山講福聚教会群馬本部検定会 協力 12/8～9 上牧辰巳館
『一隅を照らす運動』群馬教区本部年次大会 協力 3/3～4 伊香保ホテル木暮
40周年記念特別研修会(座禅止観指導 講師源田師) 開催 3/7 桐生部正福寺
ボランティア収集品 委託 3/11 群馬県社会福祉協議会等



平
成
二
十
一
年
は
比
叡
山
中
興
の
祖
、

慈
恵
大
師
良
源
大
僧
正
（
九
一
二
～
九
八

五
）
の
御
遠
忌
に
あ
た
る
。
比
叡
山
横
川

の
四
季
講
堂
で
は
密
教
の
儀
式
「
伝
法
潅

頂
」
が
二
十
五
年
ぶ
り
に
復
興
さ
れ
、
様
々

な
行
事
が
執
行
さ
れ
た
。

当
会
で
は
こ
の
御
遠
忌
を
ご
縁
に
十
月

二
十
八
日
～
二
十
九
日
に
か
け
研
修
会
と

「
合
行
曼
荼
羅
供
」
と
「
舞
楽
」
に
よ
る

報
恩
法
要
を
奉
納
し
た
。

二
十
八
日
に
、
比
叡
山
延
暦
寺
会
館
に

集
合
し
、
天
台
宗
務
庁
参
務
水
尾
寂
芳
教

学
部
長
を
講
師
に
迎
え
、
「
四
季
講
堂
の

行
儀
」
『
慈
恵
大
師
講
式
』
な
ど
の
講
義

を
受
け
た
。
そ
の
後
、
四
季
講
堂
に
場
所

を
移
し
、
法
要
準
備
と
習
礼
を
行
っ
た
。

二
十
九
日
は
こ
れ
ま
で
の
研
鑽
の
成
果

を
慈
恵
大
師
御
宝
前
に
泰
納
す
る
法
要
を

行
っ
た
。
舞
人
に
杜
多
恵
子
先
生
（
東
京

大
泉
寺
寺
庭
）
を
お
迎
え
し
、
延
暦
寺
を

は
じ
め
、
茨
城
、
東
京
、
北
総
、
信
越
の

各
教
区
仏
青
有
志
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

総
勢
五
十
名
以
上
が
参
加
す
る
盛
大
な
法

要
を
行
っ
た
。

慈
恵
大
師
報
恩
法
要
の
一
環
と
し
て
、
十

月
二
十
一
日
、
沼
田
部
長
寿
院
を
会
場
に

『
慈
恵
大
師
和
讃
』
の
研
修
を
、
作
曲
者

の
延
暦
寺
副
執
行
、
誉
田
玄
光
師
を
講
師

に
迎
え
て
行
っ
た
。

そ
の
詩
は
「
横
川
に
始
ま
る
四
季
の
講

衆
生
救
う
法
華
経
を

普
く
世
間
に
弘
め

て
は

心
の
平
安
願
わ
る
る
」
（
第
二
番
）

「
修
験
の
徳
を
現
じ
て
は

降
魔
の
霊
験

現
れ
て

鬼
と
角
と
の
姿
に
て

厄
難
消

除
を
護
る
な
り
」
（
第
四
番
）
と
大
師
の

御
遺
徳
が
表
さ
れ
、
旋
律
も
シ
ン
プ
ル
で

お
唱
え
し
や
す
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
和
讃
は
慈
恵
大
師
一
〇
二
五
年
御
遠

忌
中
開
帳
を
記
念
し
比
叡
山
延
暦
寺
監
修

の
も
と
製
作
さ
れ
、
当
会
の
四
季
講
堂
で

の
御
遠
忌
中
開
帳
報
恩
法
要
で
別
回
向
と

し
て
お
唱
え
し
た
。

会
員
、
住
職
方
、
寺
庭
婦
人
が
大
勢
参
加

し
、
熱
心
に
研
修
が
行
わ
れ
た
。

慈
恵
大
師
和
讃

特
別
研
修
会

平
成
二
十
二
年
三
月
七
日
、
桐
生
部
正

福
寺
を
会
場
に
坐
禅
止
観
指
導
者
研
修
会

を
栃
木
県
正
善
寺
副
住
職
源
田
清
弘
師
を

講
師
に
迎
え
行
っ
た
。

研
修
で
は
、
先
生
の
体
験
や
坐
禅
止
観

を
行
う
意
義
を
交
え
、
ま
た
坐
禅
止
観
を

実
践
し
な
が
ら
指
導
者
と
指
導
を
受
け
る

側
そ
れ
ぞ
れ
の
作
法
や
心
構
え
な
ど
を
ご

指
導
い
た
だ
い
た
。

来
賓
に
高
木
照
範
教
区
議
会
儀
長
、
角

田
興
憲
桐
生
部
主
事
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

会
員
二
十
四
名
が
研
修
に
参
加
し
た
。

座
禅
止
観
指
導
者

特
別
研
修
会

楽
を
先
頭
に
入
堂
す
る
様
子

▲導師を勤める都筑玄恭前会長

▲講師の誉田玄光師▲講師の源田清弘師



近
年
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
の
削
減
や
、

ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
が
提
唱
さ
れ
て
い
ま

す
。
当
会
で
も
意
識
向
上
、
リ
サ
イ
ク
ル

協
力
の
た
め
自
分
た
ち
に
も
で
き
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
検
討
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
平
成
二
十
一
年
九
月
よ
り
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
と
プ
リ
ン
タ
ー
で
使
用

す
る
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
の

二
点
の
収
集
を
始
め
ま
し
た
。
三
月
に
は

収
集
品
を
委
託
し
、
キ
ャ
ッ
プ
は
一
〇
三

㎏(

五
一
．
五
人
分
の
ワ
ク
チ
ン)

、
イ
ン

ク
は
一
三
．
五
㎏
と
多
く
の
成
果
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
寺
に
よ
っ
て
は
、

檀
家
さ
ん
に
呼
び
か
け
を
し
て
い
た
だ
き
、

多
く
の
方
々
の
協
力
を
得
る
こ
が
で
き
ま

し
た
。
今
後
も
収
集
活
動
を
続
け
て
行
き

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

収
集
方
法
は
、

☆
常
時

宗
務
所
の
回
収
Ｂ
Ｏ
Ｘ
に
お
入
れ

く
だ
さ
い
。

☆
年
一
回
五
月(

予
定)

部
内
幹
事
が
回
収

に
行
き
ま
す
。

収
集
品
委
託
先

『
群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会
』

『
世
界
の
子
ど
も
に
ワ
ク
チ
ン
を
日
本
委

員
会
』

〔4月～6月〕
☆叡山講福聚教会群馬本部発表会 協力（4/6）
☆天台仏教青年連盟常任委員会･代議委員会 於天台宗務庁(4/13)
☆定期総会（4/19）
☆平城遷都1300年祭(5/8～9)
☆第33回東日本仏青親睦野球東京大会（5/26～27）
☆教区檀信徒会・伝道師会合同総会協力（6/10）
☆「比叡山青少年の集い」リーダー事前研修(6/12～13)
〔7月～8月〕
☆教学布教法儀研修所夏期特別研修会 参加(7/26～27)
☆「比叡山青少年の集い」リーダー参加（8/2～5）
☆「比叡山青少年の集い」（8/3～5）
☆教区青少年研修会
☆宗祖大師報恩法要 於浄法寺（8/18）
〔9月～12月〕
☆天台仏教青年連盟中央研修会 於本山
☆天台仏教青年連盟常任委員会・代議委員会 於天台宗務庁
☆教学布教法儀研修所秋期特別研修会
☆天台仏教青年連盟全国結集（本山結集 11/15～16）
☆「一隅を照らす運動」群馬大会 協力（11/16）
☆叡山講福聚教会群馬本部研修・検定会 協力
〔1月～3月〕
☆研修会
☆会報新聞の発刊(3/31)
☆予算案・事業計画案作成
〔その他〕
☆ボランティア活動への協力
☆特別研修会・布教活動の実施
☆座禅会の実施・協力
☆教学布教法儀研修所への参加
☆研修旅行実施
☆ＩＴ事業（ホームページ作成）
☆散華の頒布

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
報
告
と

ご
協
力
の
お
願
い

当会では、ホームページを

開設しております。

行事報告など、随時更新し、

写真を多めに載せております。

会員の方はもちろんですが、一般の方も

是非ごらんになってください。

ホームページアドレス

http://gunjou.jimdo.com/

さぁ、今すぐ君もアクセス！

当 会 製 作 散 華 の 頒 布 (ご 案 内 )

平成２２年度事業計画

◆申し込みについて

原則として春彼岸・秋彼岸の前（年２回）に印刷し納品致しま

すが、随時ご相談に応じます。

お申し込みは、当会ホームページに散華の紹介ページがありま

す。サンプル、連絡先も記載しておりますのでそちらをご覧く

ださい。

※急な御入り用の場合はお問い合わせください

◆散華の特色について

1.各寺院だけのオリジナル散華です。

（寺名、山号等、また手書きそのものが印刷可能です）

2.法要儀式には勿論、記念品としても使用できます。

（晋山、落慶、参拝等の記念として)

3.収益金を寄付…災害義援金・ボランティアの資金となります。

↓
裏
面
は
菊
輪
法
の
図

変
更
で
き
ま
せ
ん

↑
表
面
は
デ
ザ
イ
ン
で
き
ま
す

サ
ン
プ
ル
は
角
大
師
の
図

編

集

後

記

カ
メ
ラ
を
買
い
換
え
ま
し
た
。

新
し
い
カ
メ
ラ
で
活
動
を
記

録
し
て
行
き
ま
す
（
Ｋ
）

時
間
不
足
も
あ
り
ま
す
が
、

力
不
足
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

精
進
が
必
要
で
す
ね
。
（
Ｏ
）

表 面裏 面


